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第８回日韓知事会議スケジュール 

月 日 内 容 場 所 

2025 年 

11 月 12 日 

金民錫（キム・ミンソク） 

国務総理表敬 

ソウル特別市 政府庁舎９階 

日韓国交正常化 60 周年 

記念セレモニー 

記念撮影 

仁川広域市 

慶源斎「シグネチャーホール」 

日韓知事会議 仁川広域市 

慶源斎「シグネチャーホール」 

レセプション 仁川広域市 

慶源斎「ヘリテージホール」 

2025 年 

11 月 13 日 

交流事業 

①仁川広域市経済庁長による

ブリーフィング 

②サムスンバイオロジクス 

視察 

 

仁川広域市経済自由区域経済庁 

 

仁川広域市サムスンバイオロジ

クス広報館 
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第８回日韓知事会議次第 

１．開会 

２．主催者挨拶及び参加知事の紹介 

大韓民国市道知事協議会 会長 劉正福（ユ・ジョンボク） 

日本国全国知事会 会長 阿部守一 

３．セッション１ 経済及び産業分野の協力案の模索 

４．セッション１ 自由討論 

５．セッション２ 人口減少及び地方消滅への対応施策 

６．セッション２ 自由討論 

７．主催者による閉会の挨拶 

日本国全国知事会 会長 阿部守一 

大韓民国市道知事協議会 会長 劉正福 

８．共同発表の取りまとめ 

   ※共同発表読み上げ 

大韓民国市道知事協議会 事務総長 庾敏鳳（ユ・ミンボン） 

全国知事会 事務総長 中島正信  

９．閉会 
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第８回日韓知事会議出席者 

日本国全国知事会 

会長 長野県知事 阿部 守一 

     宮城県知事 村井 嘉浩 

     岩手県知事 達増 拓也 

     山梨県知事 長崎 幸太郎 

     岡山県知事 伊原木 隆太 

     広島県知事 湯﨑 英彦 

     徳島県知事 後藤田 正純  

     福岡県知事 服部 誠太郎 

     熊本県知事 木村 敬 

 

大韓民国市道知事協議会 

会長 仁川広域市長     劉正福（ユ・ジョンボク） 

     世宗特別自治市長   崔旼鎬（チェ・ミンホ） 

江原特別自治道知事 金静大（キム・ジンテ） 

     全北特別自治道知事 金寬永（キム・グァンヨン） 

     慶尚北道知事     李喆雨（イ・チョル） 
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第８回日韓知事会議概要 

１．開会 

２．挨拶及び参加者紹介 

大韓民国市道知事協議会 ユ・ジョンボク会長（仁川広域市長）                          

尊敬する阿部守一会長並びに、日韓両国の地方政府の代表団の皆様、お会い

できまして、うれしく思います。大韓民国市道知事協議会会長であり、仁川広

域市長であります、ユ・ジョンボクでございます。 

第 8 回日韓知事会がこのように仁川で開催することができ、また皆様を迎え

入れることができ大変うれしく思っております。 

遠路はるばる日本各地からご参加くださいました知事の皆様に心より感謝の

言葉を申し上げます。併せて、韓国側の市道知事の皆様も、とても忙しい時期

であるにも関わらず、御参加いただきまして誠にありがとうございます。併せ

て今回の会議の開催のためにご尽力くださいました我々のパートナーであり、

共同主催機関である日本国全国知事会の関係者の皆様にも、深く感謝申し上げ

ます。 

まず韓国側の参加者を御紹介申し上げたいと思います。 

チェ・ミンホ世宗特別自治市市長です。 

キム・ジンテ江原特別自治道知事です。 

キム・グァンヨン全北特別自治道知事です。 

イ・チョル慶尚北道知事です。今回 APEC の首脳会談が行われた、道の知事

です。 

ユ・ミンボン大韓民国市道知事協議会事務総長でございます。 

韓国の市長・道知事の方々は、全員 2 年前に山梨県で開催された第７回日韓

知事会議のときにも参加された方々でございます。その時にまた２年後にお会

いしましょうという約束をしていましたが、このように、私たちは約束が守れ

てとてもうれしく思っております。 
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当時、お会いした山梨県の長崎幸太郎知事、宮城県の村井嘉浩知事、岡山県

の伊原木隆太知事、広島県の湯﨑英彦知事にも、本日お越しくださいましたこ

と、本当にうれしく思います。ありがとうございます。 

今回第８回の日韓知事会議は、2023 年に６年ぶりに会議が再開されて以来、

約束通り２年ぶりに開催することができ、定例的な会議として位置付けられ

る、とても格別な意味合いがあると思います。 

現在、両国は時代的転換点の中で、日韓首脳会談を通じて両国関係の新たな

方向が模索されておりますが、日韓関係は中央政府間の協力はもちろん、地方

政府間の実質的な交流がとても重要です。お互いの友情を育み、また信頼を蓄

積していくことこそ国家発展にも繋がることだと思っております。そのように

私は確信しておりますので、この会議の意味合いはとても豊かなものになると

思います。 

地方政府は国民の生活と最も近いところで経済、文化、人文、環境など多様

な分野で協力を実践しております。本日の会議のテーマは、「経済及び産業分

野の協力案の模索」と「人口減少及び地方消滅への対応施策」でございます。

両国がお互いの経験と強みを共有しながら共に成長し、共同繁栄の未来を切り

開く、実践的な会議になると思います。 

本日のこの会議で両国地方政府が一層信頼を深め、持続的な交流と協力の新

しい出発点になりますことを期待しています。改めまして、御多忙の中、本日

御参加くださいました両国の知事・市長の皆様に感謝申し上げ、本日の会議

が、実り多い議論の場になりますことを願っております。ありがとうございま

した。 

 

全国知事会 阿部守一 会長（長野県知事）                               

日本の知事をこのように温かく迎えていただき、心から感謝申し上げます。

2 年前の会議に皆様に御参加いただき、そこから育まれた友情をさらに発展さ

せていきます、そうした機会にしていきたいと思っております。 

はじめに、日本側の出席者を御紹介いたします。まず、私が新しく全国知事

会会長に就任した、長野県知事の阿部守一でございます。 
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村井嘉浩 宮城県知事でございます。 

達増拓也 岩手県知事でございます。 

長崎幸太郎 山梨県知事でございます。 

伊原木隆太 岡山県知事でございます。 

湯﨑英彦 広島県知事でございます。 

後藤田正純 徳島県知事でございます。 

服部誠太郎 福岡県知事でございます。 

木村敬 熊本県知事でございます。 

そして最後にユ・ミンボン事務総長と連携して、今回の会議の設定を担当し

てくれた全国知事会 中島正信 事務総長です。 

それでは、日本の全国知事会を代表して、一言御挨拶を申し上げます。ま

ず、私ども全国知事会代表団をお招きいただくとともに、心温まる歓迎をいた

だきましたことに対し、大韓民国市道知事協議会ユ・ジョンボク会長をはじめ

皆様に、日本側を代表して厚く御礼申し上げます。 

1999 年に東京で第１回日韓知事会議が開催されて以来、貴国への訪問も４回

目となりました。ここ仁川広域市において、第８回目の会議が開催されること

を、大変うれしく思っております。また、市道知事協議会の特別なお計らいに

より、本日、キム・ミンソク国務総理を表敬訪問させていただき、お目にかか

れたことに心から感謝申し上げます。 

さて、今年は日韓国交正常化から 60 年という両国にとって非常に重要な節

目の年を迎えました。この 60 年の間には困難な時もありましたが、近年は、

相互の往来者数が過去最高を更新するなど、両国間の交流はますます活発にな

っております。韓流ドラマや韓国出身のアイドルは日本でも大変な人気があり

ます。 

私たちは、この流れをさらに強固にするため、昨日、ソウル市内において、

12 県の参加のもと、日本の地方都市にもっと韓国の皆さんに来ていただけるよ

う観光の共同プロモーションを実施しました。この共同プロモーションは、村

井前会長の発案により、伊原木岡山県知事が企画したもので、大変好評を博し

ました。 
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本日の日韓知事会議におきましては、国交正常化 60 年の年にふさわしく、

日本側から過去最多の９名の知事が参加しております。５名の韓国の知事や市

長の皆様と、「経済及び産業分野の協力」、「人口減少及び地方消滅への対応

施策」という、両国の自治体政府が直面している共通の課題について、それぞ

れの地域の実情も踏まえた忌憚のない意見交換ができることを心から期待して

おります。 

本日の会議が実り多きものとなること、そして両国の地方行政の発展はもち

ろん、国民の相互理解と友好に大きな役割を果たし、両国の平和と繁栄に貢献

できることを祈念し、私のご挨拶とさせていただきます。 

 

３．セッション１ 経済及び産業分野の協力案の模索 

宮城県 村井嘉浩 知事                                             

アンニョンハシムニカ（こんにちは）。宮城県知事の村井嘉浩です。大韓民

国市道知事協議会の皆様におかれましては、我々日本からの訪問団を温かく迎

えていただき、ありがとうございます。２年前の日韓知事会議に引き続き、今

回も出席できることを大変嬉しく思っております。 

韓国の皆様には 14 年前に発生した東日本大震災の際、被災地に対して多大

なる御支援を賜り、また、イ・ミョンバク元大統領には震災後まもなく本県を

御訪問いただきました。皆様の温かいお見舞いのお気持ちは、被災県にとって

大きな励ましとなりました。改めて深く感謝を申し上げます。 

さて、私からは宮城県の紹介と、韓国との交流についてお話しします。宮城

県は、東京から北東におよそ 300 キロ、東北地方の中央に位置しており、人口

は 222 万人、県内総生産は９兆６千億円と、東北随一の規模を誇ります。中心

都市である仙台市は、東北唯一の 100 万都市であり、東北の産業経済の拠点と

なっています。 

また、2024 年に「国際卓越研究大学」に認定された東北大学をはじめ、多く

の教育機関が集積し、留学生も多数在籍しています。 
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物流面では、仙台塩釜港が東北で唯一の国際拠点港湾として 100 か国以上と

の貿易が可能となっているほか、仙台空港は、国内外 15 都市と結ばれた東北

のゲートウェイで、24 時間運用されています。 

韓国とのアクセスも良く、アシアナ航空が定期便を運航しています。1990 年

に仙台空港初の国際定期便として運航を開始し、東日本大震災や新型コロナウ

ィルスの影響で二度の運休期間がありましたが、現在は週５便で運航してお

り、昨年は韓国から仙台空港を利用しておよそ２万３千人が来日されました。 

宮城県では、済州オルレとの協定に基づき、宮城オルレを推進しています。

各コースは、宮城の豊かな自然や風景、文化を生かしたルートとなっており、

韓国をはじめ、国内外から多くの方々にお越しいただいております。 

2018 年の「気仙沼・唐桑コース」を皮切りに、県内各地にオープンし、今週

末には「蔵王・遠刈田温泉コース」と「多賀城コース」の２コースが新たにオ

ープンし、全７コースとなります。 

また、宮城には、寿司などの新鮮な海の幸や、県内各地の個性豊かな日本酒

などのグルメのほか、温泉や宮城蔵王の雪の壁など、多彩な体験コンテンツが

ございます。さらに、多賀城跡などの歴史・文化や、仙台七夕祭りなどの四季

折々のイベントも多数開催しており、いつお越しいただいても楽しめるのが宮

城の特徴です。 

宮城県は 1992 年に、初の海外事務所をソウルに開設し、30 年以上にわたり

韓国との交流に取り組んでまいりました。特に、韓日産業・技術協力財団様に

は、2019 年から日本での工場視察研修の場として宮城県を継続して選んでいた

だき、県内企業と韓国企業との交流が行われています。 

また、近年韓国で日本酒が大変人気を集めていることから、宮城の日本酒の

魅力を知っていただくため、韓国の輸入業者に県内の酒蔵を視察いただいたほ

か、韓国での試飲会などのプロモーションイベントを行ってまいりました。 

観光面では、今週末、アジア各国・地域のトレッキング愛好家が参加する国

際会議「アジア・トレイルズ・カンファレンス」を我が県で初めて開催し、地

域と連携したトレイルの維持や地域活性化策を世界へ強く発信いたします。 

会議に合わせ、先ほど御紹介した宮城オルレの新規２コースもオープンし、

韓国からは、済州オルレをはじめ、旅行会社やメディア関係者、駐仙台大韓民



10 

 

国総領事にも御参加いただく予定です。今後は、開催で得られた知見やネット

ワークを基盤とし、韓国からより多くの方々にお越しいただけるよう、観光地

としての魅力を更に高めてまいります。 

経済交流では、韓国のインフルエンサーと連携したイベントなどを通じ、宮

城の日本酒の魅力を広く発信してまいります。 

友好・文化交流でも、これまで築いてきた駐仙台大韓民国総領事館や関係機

関との信頼関係を基に、未来志向の交流を促進し、韓国との友好関係や相互理

解を更に深めてまいります。 

こうした取組を通じて、双方向の観光振興や経済交流を一層促進し、両国の

地域経済の持続的な発展につなげてまいりたいと考えております。 

カムサハムニダ（ありがとうございました）。 

 

山梨県 長崎幸太郎 知事                                             

本日は日韓両国の地方自治体が未来志向の協力関係を築くための大変貴重な

機会をいただき、誠にありがとうございます。 

富士山の麓に位置する山梨県は、近年、クリーンエネルギー分野においても

日本をリードする存在となっています。 

2050 年のカーボンニュートラルの実現に向け、究極のエネルギーとして期待

されるグリーン水素に関連する本県の技術を紹介します。本県は民間企業と共

同で、最先端の技術を活用し、安心・安全にグリーン水素を製造する「パワ

ー・トゥー・ガス（Ｐ２Ｇ）システム」を開発しました。 

このシステムは再生可能エネルギー由来の電力を活用し、水を電気分解し、

水素を製造するものです。私たちのシステムの特徴は、高品質な水素を製造で

きるだけでなく、純水を原料とするため、メンテナンスが大変容易であること

です。従来方式に比べて２倍の水素を生産でき、再生可能エネルギーの変動に

瞬時に対応できるという優れた特徴を備えています。 

このＰ２Ｇシステムは、繰り返しになりますが、メンテナンスが容易で、小

型でシステム構成がシンプルなため、オンサイト導入が可能であることなどか

ら、世界トップクラスの運転実績を誇っています。 
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例えば、このシステムを大規模工場周辺に設置し、工場に水素を供給しなが

ら、その周辺地域にも水素を波及させることで、産業と地域が一体となった水

素利用も可能となります。 

この特徴を生かして、産業、家庭、インフラ、交通、農業など、暮らしや経

済のあらゆる分野で水素を製造し、幅広く利用されている熱エネルギーの脱炭

素化の促進に貢献できると考えております。 

日本においてこのＰ２Ｇ技術は実証から本格的な社会実装の段階を迎えまし

た。これは再生可能エネルギーを利用した水素製造が産業活動の中で機能し始

めたという世界的にも画期的な一歩であると考えています。 

まず１つ目ですが、山梨県北杜市内にあるサントリー白州工場において、我

が国最大級のＰ２Ｇシステムが稼働しました。この白州工場では、太陽光と水

力発電から得られる再生可能エネルギーを活用し、グリーン水素を製造・貯

蔵・利用することで、製造工程の脱炭素化を実現しています。これは、環境負

荷の低減と産業競争力の両立を可能にするモデルであり、今後の製造業の在り

方を根本から変える可能性を秘めていると考えています。 

もう一つは、東京都に設置されましたコンパクトモデルです。このコンパク

トモデルは、狭い土地に適した小規模パッケージ型で、都心部における地産地

消モデルの確立に貢献します。 

ここで製造されたグリーン水素は燃料電池バスを含むモビリティ分野や化粧

品の原料など幅広い分野での利用が可能であり、今後さらに設備を増強する計

画があります。持続可能な水素社会の実現に向けてこうした水素利用の最前線

を走る取り組みにグリーン水素を安全・安心に製造する山梨県のＰ２Ｇシステ

ムは貢献しています。 

最後になりますが、本県は、再生可能エネルギーと水素技術の融合による、

グリーン水素社会の早期実現に向けて、来年４月に国際水素サミットを開催す

る予定です。このサミットは、脱炭素社会への道筋を示す国際的なプラットフ

ォームとなるだけでなく、自治体主導によるエネルギー転換の可能性を提示す

ることでも意義があると考えます。 

このサミットの狙いは、世界各国の自治体や企業が一堂に会し、グリーン水

素による脱炭素化社会の構築に向けた知見と経験を共有する場を創出し、単な
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る技術論にとどまらず、政策や産業、地域社会の連携を促進する実践的な対話

の場を提供することにあります。 

韓国は、グリーン水素に関し、技術面や政策面で非常に高いレベルの取り組

みを進められています。ぜひこのサミットに参加していただきたいと思いま

す。 

韓国の自治体・企業の皆様が山梨に集まり、持続可能な未来を共に描くこと

ができれば、アジア全体の水素社会は確実に前進すると考えます。 

併せて、私たちはぜひ知見の共有や共同研究・人材育成などで協力したいと

考えています。韓国国内でのグリーン水素の内製化の推進に是非とも貢献した

いと考えています。 

 よろしくお願いします。 

 

江原特別自治道 キム・ジンテ 知事                                             

 皆さんこんにちは、江原特別自治道 キム・ジンテと申します。韓国へよう

こそ。歓迎いたします。今日のために私も 2 ヶ月間日本語を勉強しました。う

まくはできませんが、日本語で説明します。 

２年前に山梨でお会いし、またお会いできてとてもうれしいです。長崎山梨

県知事、あの時の富士山の写真は私の人生の宝物です。 

先週、私は広島を訪問しました。江原フットボールチーム（江原 FC）が初

めてアジアチャンピオンズリーグに出場することを記念し、江原道民 500 人と

一緒に応援しました。残念ながら江原 FC は試合に負けましたが、広島の湯﨑

知事、リターンマッチに希望を持っています。 

２日前に阿部長野県知事と江原でお会いしました。江原はいかがでしたか。

お越しいただき、ありがとうございました。 

私は毎年日本に 23 回出張します。日本の良いところは、まず出張費が安い

ことです。それから食べ物がとても美味しいことです。 

それでは江原道のバイオ産業についてお話しします。韓国の中でも江原道の

バイオ産業は大きく成長しています。医療機器の輸出によるバイオ企業の売り
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上げは、全国一位の春川市だけでも、売り上げが４年連続で１兆ウォンを突破

しました。 

日本のバイオコミュニティ関西には、大阪、京都、兵庫、研究機関、経済団

体など 100 以上の多くの機関が、一つのガバナンスの下で連携していることに

本当に驚きました。特に自治体の強力なリーダーシップも臨床で発揮されまし

た。日本から多くのことを学びたいと思います。 

そして私は韓国・日本・アメリカの三国間のバイオベルトを提案します。日

本と韓国だけでなく、アメリカとも連携して経営できれば素晴らしいと思いま

す。韓日バイオ協力を韓日米まで広げることで、安全保障や経済の面でも協力

し、新しい産学連携のモデルになるはずです。 

 

岡山県 伊原木隆太 知事                                             

岡山県知事の伊原木隆太です。韓国の知事・市長の皆様と交流を深めること

ができ大変うれしく思っております。 

初めに、岡山県の紹介をさせていただきます。岡山県は、雨が降らない日が

日本で最も多く、温暖な気候で災害が少ないため、「晴れの国」と呼ばれてお

ります。中四国のクロスポイントとして非常に便利な場所です。また、水島臨

海工業地帯をはじめ、ものづくりに関連した多くの企業が集まっています。 

次に、岡山県と韓国との結びつきですが、ユネスコの「世界記憶遺産」に登

録されています「朝鮮通信使」は江戸時代に「牛窓」という岡山県の港に 11

回訪れました。今年度はその復元船が、大阪・関西万博に合わせて、牛窓に実

に 261 年ぶりに寄港し、当日は大変な盛り上がりであったと聞いております。 

岡山県は、慶尚南道と 2009 年に友好交流協定を締結し、教育・文化をはじ

めとする様々な分野で交流を行っております。昨年度には、友好提携 15 周年

を迎え、県訪問団が慶尚南道を訪問いたしました。パク・ワンス道知事にお会

いすることができ、それぞれが抱える問題について意見交換したほか、友好交

流の強化を確認いたしました。 

慶尚南道とは、近年は、次世代を担う青少年の交流を中心に事業を実施して

おり、今年は、慶尚南道の中高生を岡山県に受け入れ、学校訪問やホームステ

イなどを通じて、生徒の国際的視野を広げ、相互理解を深めています。 
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それでは、本日のテーマ「経済及び産業分野の協力案の模索」についてお話

ししたいと思います。岡山県は、ヒノキの生産が非常に盛んで、日本国内でも

トップクラスの生産量を誇っております。岡山県の木材関連企業は、韓国で開

催される展示商談会に継続して出展しており、多くの方々にこの岡山の素晴ら

しいヒノキを体感していただいております。 

また、韓国の企業と連携した取組を始めており、サウナやペット用品、雑貨

など、さまざまなものに取り組んでいます。 

続いて観光分野についてお話しします。本県では、韓国で人気の高まってい

る「小都市（ソドシ）」としての本県の魅力をＰＲし、観光客を呼び込むため

に、先週、11 月２日から４日にかけて私自身が韓国を訪問し、旅行会社を対象

とした観光セミナーや、旅行系インフルエンサーを招待した観光イベントを開

催いたしました。岡山県には、ミシュラン・グリーンガイド・ジャポンで三つ

星評価を獲得した日本庭園「岡山後楽園」や、白壁の町並みと洋風建築が織り

成すレトロモダンな「倉敷美観地区」をはじめ、昨年度初開催し好評を博した

「森の芸術祭 晴れの国・岡山」のレガシーとして残した作品など、県内各地

にアートスポットなどもございます。 

また、倉敷市児島の世界に誇る「ジャパンデニム」のジーンズなどの、高品

質な地域産品も本県の魅力となっております。 

さらに、本県は温暖な気候を生かし、品質の高いフルーツを生産しており、

「くだもの王国おかやま」としても知られています。なめらかな口当たりが特

長の白桃や多彩な品種が栽培されているブドウは、品質も高く、白桃狩りやブ

ドウ狩りは海外の方からも大変人気があります。 

その上で、韓国では、ゴルフが非常に人気だとお伺いしておりますが、岡山

県は、初めにお話ししたとおり、晴れの日が多く、ゴルフのプレーには最適な

環境となっております。 

また、県北エリアには、西日本有数の温泉地である湯原、奥津、湯郷といっ

た素晴らしい温泉地もあります。仁川空港から岡山桃太郎空港への直行便が 90

分で到着するため、気軽に岡山でゴルフと温泉をお楽しみいただけるよう、受

入環境の充実を図り、韓国の皆様をお迎えできるように準備を進めてまいりた

いと考えております。 
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最後に、これからの時期におすすめの美食があります。いろいろなお魚がお

いしい岡山県です。ぜひ岡山県にお越しいただければと思います。どうもあり

がとうございました。 

 

福岡県 服部誠太郎 知事                                             

福岡県の服部誠太郎です。初めて参加させていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

私からは産業経済分野におけるスタートアップの成長支援についてお話しさ

せていただきます。福岡県では、企業の販路拡大や資金調達を支援するため、

1999 年から 25 年以上にわたりビジネスパートナーとのマッチングの場とし

て、「フクオカベンチャーマーケット」を毎月開催しています。昨年までに

2,800 社を超える企業が登壇し、その 20%が販路拡大などに成功し、33 社は株

式上場を果たしています。 

これまで韓国から 58 社が登壇し、2022 年 11 月には韓国観光公社と連携し

て韓国特集を開催しました。 

2023 年からは、日本市場への進出を目指すアジアのスタートアップとのビジ

ネスマッチングイベント「グローバル・ビッグマーケット」を開催しておりま

す。これまで 22 社が登壇し、その半数の 12 社が韓国企業です。登壇した韓国

企業の１社が、福岡にオフィスを開設しました。 

また、バイオや半導体、宇宙、ＩＴ分野などのディープテック・スタートア

ップを重点的に支援しています。研究開発助成や販路拡大支援、人材育成支援

により、全国的にもトップクラスのディープテック産業が多数集積していま

す。 

このように、福岡県は長年にわたりスタートアップの育成に取り組んでお

り、今年 4 月に、米国ボストンに本拠地を置く世界的なスタートアップ支援機

関ケンブリッジ・イノベーション・センター（CIC）が東京に次ぐ、アジア 2

か所目となる拠点を福岡に新設しました。 

CIC は、CIC 福岡をアジアとの結節点と位置づけており、韓国やタイなど、

アジア各国との経済交流を進めています。福岡県と連携して、アジア各国のス
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タートアップやベンチャーキャピタルとの強固なネットワークを構築し、福岡

に多様な人材が集まる国際的なスタートアップ拠点を目指しています。 

CIC は、日本、アメリカ、ヨーロッパにネットワークを有しており、韓国の

スタートアップが、CIC 福岡に入居し、拠点を開設された際には、日本市場で

の事業展開支援や個別マッチング支援に加え、CIC が有する世界の投資家や企

業、政府機関等の紹介など、多様な支援が受けられることが期待されます。 

福岡県では、CIC 福岡の中に県のスタートアップ支援拠点「グローバルコネ

クト福岡」を開設し、県の職員を 6 名配置し、資金調達やビジネスマッチン

グ、経営人材マッチングなど、スタートアップの成長を総合的に支援していま

す。 

経済成長の起爆剤であるスタートアップを、世界で活躍できるように大きく

成長させるためには、海外ベンチャーキャピタルからの大規模な資金調達やグ

ローバルなビジネスマッチングが必要です。グローバルコネクトでは、CIC と

連携して、ヒト、モノ、カネが集積するグローバルなスタートアップエコシス

テムの形成を目指しています。 

その取組みの一環として、グローバルコネクトでは、国内外の大企業や海外

スタートアップと連携したビジネスマッチングイベント「グローバル コネク

ト スパーク デイ」を開催おり、今年８月で NVIDIA や台湾大手ベンチャーキ

ャピタルと組んで実施しています。来年 1 月には、タイのバンコクと実施予定

です。 

韓国では、ＡＩやフィンテック分野などで優れたスタートアップが多数誕生

しています。福岡県には２つの国際空港である福岡空港と北九州空港があり、

仁川や釜山、大邱、清州への直行便も出ているため、往来が容易です。スター

トアップが販路を開拓するため、日本展開を考える際には、まず福岡に進出し

ていただきたいです。その際には、CIC と「グローバルコネクト福岡」が連携

して支援を行います。 

日韓のスタートアップの成長を支援するため、韓国の自治体の皆様と連携し

て、ビジネスマッチングイベントの開催など、スタートアップのビジネス交流

を進めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。あ

りがとうございました。 
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熊本県 木村敬 知事                                             

熊本県知事の木村敬です。去年知事になり初めての会議となります。 

熊本県は、日本の南西部、九州の真ん中に位置しています。世界最大級のカ

ルデラを有する阿蘇や、美しい島々からなる天草に代表される素晴らしい自然 

にあふれています。また、豊富な地下水など水資源にも恵まれています。 

また、歴史的建造物として日本三名城の一つとされている熊本城が有名で

す。 

韓国の忠清南道とは 1983 年に姉妹友好提携を結び、今年で 42 周年を迎えま

した。これまで友好訪問団の相互派遣や研修、意見交換会の開催といった行政

間の交流をはじめ、学校や民間交流団体同士による交流も盛んに行ってきまし

た。 

今後も引き続き、忠清南道をはじめ、韓国との交流を更に深めていきたいと

思っています。 

今日、福岡県の服部知事が福岡県を中心にお話しになりました。この九州地

域には多くの半導体関連企業が存在しています。特に熊本県には 200 社以上の

企業が集まっています。 

製造メーカーだけでなく、メンテナンスメーカーや工場・器具設置メーカー

など、関連企業が幅広く存在している珍しい稀有な地域です。 

そのような中、2021 年 11 月に台湾の半導体製造メーカーである TSMC の

熊本進出が決定し、子会社である JASM 第 1 工場が昨年 12 月に本格稼働を開

始しました。また、九州各地でも、半導体関連産業への大規模投資が相次いで

おります。九州は将来にわたって世界の産業サプライチェーンの中心的な役割

を果たし続けます。「新生シリコンアイランド九州」の実現に向けて、オール

九州で取組を推進しております。 

また、半導体産業の集積に伴い、本県の重要課題となっている地下水保全や

渋滞解消といったテーマに対しても、解決に向けた取組を機動的に推進してお

ります。 

TSMC の熊本進出というビックチャンスを生かし、熊本の持続的な発展につ

なげるため、本年３月に「くまもとサイエンスパーク推進ビジョン」を策定し

ました。単に企業を集積する工業団地ではなく、大学・研究機関の誘致や産学
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連携を強化することにより、熊本から新たな産業を創出します。そして優秀な

人材を育成することを大きな目標に掲げていることが特徴です。 

この半導体関連産業を中心に、持続可能な地域として更に発展させていくた

めにも、人材育成と産業振興の新たなサイクルを生み出していきたいと考えて

います。 

そして、最終的には、その効果とつながりを熊本だけでなく、九州全体に、

そして東アジア全体につなげていきたいと考えています。 

また、交通面でも熊本はアジアとのつながりが広がっています。阿蘇くまも

と空港では、コロナ禍前の３路線週 12 便から、現在は 3 路線週 21 便を含め、

４路線週 37 便に急増し、国際的な往来が盛んになっています。 

また、観光面では、本県ゆかりのマンガ・アニメ作品と連携したコンテンツ

ツーリズムやクルーズ船誘致等、誘客強化の取組にも力を入れております。 

これらの取組を通じて、令和６年の外国人宿泊者数は約 147 万人となるな

ど、年々増加しており、韓国からの宿泊客も前年に比べ約 1.35 倍増加しまし

た。今後も、多くの韓国の皆様に楽しんでいただけるよう、魅力ある観光地域

づくりを進めて参ります。 

本日、ご紹介しました取組みは、ごく一部ですが、産業や観光などの分野

で、韓国とのつながりがより一層深まることを心から期待しています。 

以上でご説明を終わります。ありがとうございました。 

 

４．セッション１ 自由討論 

全北特別自治道 キム・ガァンヨン 知事                                             

説明ありがとうございました。山梨県の長崎知事に質問したいと思います。

先ほどＰ２Ｇモデルについてお話ししていただきました。私たちも水素都市を

今目指しているわけですが、このＰ２Ｇ大型モデルを建設した主体が、公共機

関なのか民間なのか、そして建設した後の運営はどのような形でやっていらっ

しゃるのかについて、説明をお願いしたいと思います。 
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そして、福岡県の服部知事にも質問したいと思います。ベンチャーについて

の高い業績についてお話しがありましたが、私たちのところも、地方でのベン

チャーエコシステムを作るために、とても先行している地域でもあります。私

たちは一度福岡を訪問したいと思います。その時はご案内をよろしくお願いし

ます。 

熊本県の木村知事には、地方にある熊本に、どのように TSMC が入ってい

ったのか、それがすごく驚きました。この TSMC を誘致した秘訣、どういう

点を説得して熊本県が誘致に成功することができたのかについて、お聞きした

いと思います。 

 

山梨県 長崎幸太郎 知事                                             

 このＰ２Ｇシステムの運営主体ですが、これは、株式会社やまなしハイドロ

ジェンカンパニーという民間会社が設立されています。この会社の出資は、半

分が山梨県からの出資です。このビジネスでは、やまなしハイドロジェンカン

パニーがこのシステム全体を所有し、水素を主に製造しています。その水素を

それぞれの企業に売却するというビジネスモデルになります。 

 

福岡県 服部誠太郎 知事                                             

高いご評価をいただきありがとうございます。ぜひ、おいでいただくことを

心から歓迎申し上げます。お越しの際は、先ほど申し上げたようなグローバル

コネクトスパークデーやマッチングイベントであります F ピッチも行っており

ますので、そのような時に合わせて、皆さんもお越しいただければと思いま

す。 

私もお越しいただいた際には、参加された皆さんに知事・市長をご紹介した

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

お待ちしております。 

 

熊本県 木村敬 知事                                             
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私たちの資料の３ページにありますが、TSMC が来る前からも熊本には半導

体関係企業がたくさんありました。もっと歴史的な観点からお話ししますと、

熊本には 60 年前から半導体企業が進出しています。 

その後、今から 40 年前 1987 年～1988 年頃には、日本が DRAM 半導体の世

界トップシェアを担っていました。その時に、その DRAM 半導体を作成する

日本国内で最大の工場は NEC の熊本工場でした。 

その後、NEC と日本の DRAM 半導体は衰退していくのですが、今度は

2000 年代に入って熊本にソニーセミコンダクタマニュファクチャリングが入っ

てきました。ソニーは半導体本体は作らないのですが、半導体を使った CMOS

イメージセンサーという、皆さんのスマートフォンにも必ず入っているセンサ

ーを作っていますので、半導体の関連企業である材料、装置、機械、検査の企

業群が熊本にありました。TSMC の今の第一工場はオールドファッションドの

汎用製品ですので、そうした熊本のサプライヤーと組むだけで、つまり TSMC

が台湾から来るだけで、台湾のサプライヤーを連れて来ないでも日本で作れた

という点が、最大の要因だと私は考えています。 

 

江原特別自治道 キム・ジンテ 知事                                             

広島県の湯﨑知事に質問があります。広島には「エディオンピースウイング

広島」という、とても素晴らしいサッカー競技場があります。私は韓国の応援

団を 500 人連れて行きました。韓国のファンがそれを見て江原道にもそういう

競技場を作って欲しいという話が出ました。とても素晴らしいサッカー競技場

をお作りですが、混乱はなかったんでしょうか。そして常日頃それを運営する

にあたり、例えばコストがかかり過ぎるとか、いろいろ問題があると思います

が、そういった問題などありましたら、教えていただきたいと思います。 

 

広島県 湯﨑英彦 知事                                             

このサッカー競技場を作るまでには、非常に紆余曲折ありました。サンフレ

ッチェ広島が３回Ｊリーグで優勝し、それでスタジアムを作るという機運が非

常に高まり、どこに作るか３年以上議論しました。結果的に広島市のほぼ真ん

中、県庁から歩いて約 15 分ほどの場所にできたわけです。もともとあった公
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園に建設を行い、公園の整備も同時に進めました。費用としてはだいたい約

280 億円ほどかかります。 

実はこれは国の補助金で約 100 億円、民間等から約 80 億円ほど寄付をいた

だき、広島県と広島市で約 80 億円出して、残りは借金をしました。この借り

入れ分については、サンフレッチェ広島に基本的に運営を任せており、試合を

はじめとする収益により、この借り入れ分を返済するという財政的なスキーム

になっています。 

おかげさまで、サンフレッチェ広島の１試合あたりの観客数はスタジアムが

できることで増加しています。以前の古いスタジアムでは観客数は 1 万数千人

程度だったのですが、今では 2 万８千人の席がほぼ満席で、毎試合売り切れる

ような状況になっています。サンフレッチェ広島の売り上げも非常に大きくな

りましたので、無事にこの借り入れも返済できているというのが、今のところ

です。これをずっと維持しなければならないというのが、今後の挑戦だと思い

ます。 

 

江原特別自治道 キム・ジンテ 知事                                           

韓国の場合は少し状況が違っており、企業や個人からお金をいただくという

ことはなかなか難しい。そして国のお金も受けにくいです。ほとんどが自治体

のお金のみで、やりくりしなければならないということになります。 

もし建設するとなれば、広島の競技場を参考にしなければならないと思いま

すが、私が知事をやっている間は難しいんじゃないかと思います。 

ありがとうございました。 

 

岡山県 伊原木隆太 知事                                             

湯﨑広島県知事は問題がないとおっしゃっていましたが、実際には問題が起

きています。あまりにも広島の評判が良いので隣の岡山県でも作るべきだとい

う声が高まり、50 万以上の署名が集まり、私には、ものすごく大きなプレッシ

ャーがかかっています。問題は実際に起きています。 
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広島県 湯﨑英彦 知事                                             

私もキム・ジンテ知事にお話を伺いたいと思います。バイオ産業に力を入れ

ていらっしゃるとのことですが、ゲノム編集についても何か集積がありますで

しょうか。というのも、広島県でも実は、日本のゲノム編集に関する学会の前

会長が広島大学の教授で、その先生を中心に、現在、ゲノム編集に関する企業

を集積させていこうという取り組みを進めています。もしゲノム編集の集積も

進めているのであれば、この連携も可能ではないかと思いました。 

 

江原特別自治道 キム・ジンテ 知事                                           

江原道においても、そのような製薬の分野において、とても力を入れようと

しております。私たちはゲノムよりは抗体の方に力を入れて作ろうとしており 

ます。薬物を例えば抗体にくっつけて、癌細胞に標的をつけ、そこを攻撃して

効果が出るような分子標的治療の技術を開発するところに力を入れておりま

す。 

バイオ製薬分野というのはとても厳しくて難しい分野だと認識しておりま

す。1 年、２年で何かができるような分野ではないのです。ですので江原道に

おいても約 30 年近く投資をしてきましたが、持続的に投資を行うというのが

大変重要だと思っております。 

 

５．セッション２ 人口減少及び地方消滅への対応施策 

世宗特別自治市 チェ・ミンホ市長                                             

大韓民国は、今、人口減少と少子化の問題に直面しています。2024 年韓国の

合計出生率は 0.75 人ということで、OECD 平均の半分にも達していません。

ソウルを初めとした釜山、仁川、大邱などの主要大都市の出生率も 0.6 以下に

なりました。 

このような人口減少は韓国だけの問題ではありません。2024 年日本の合計特

殊出生率は 1.15 で、歴代最低値を記録しました。そして 2025 年上期にも出生

児の数が前年比で３％以上減少したと聞いております。 
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このような流れの中で海外のマスコミでは、韓国の人口危機をめぐって、

「South Korea Is Over」とか、また日本の状況を見て、「Japan is dying」とい

う表現まで登場しています。韓国と日本両方とも超少子化と急激な高齢化によ

りまして、国家システムの持続可能性に赤信号が灯されています。 

例えば今 200 人の人口がいるとすれば、２世代が過ぎれば 18 人に減少し、

現在約 3,600 万人の生産年齢人口も 2070 年には、1,700 万人ぐらいに半減する

と予想されています。 

2019 年に首都圏の人口は非首都圏の人口を初めて上回り、その格差は次第に

広がっています。若年層の首都圏への流入が継続され、若年層の首都圏居住の

比率は次第に上昇しています。 

このように若年層の人口が首都圏に集中し、首都圏の過密が深刻になり、地

方の学校や病院、交通など生活インフラを弱体化させて地域社会は活力を失っ

ています。このような危機をどのように乗り越えることができるのでしょう

か。 

私はこのような危機を、その場しのぎではなく、根本的で持続可能なソリュ

ーションが必要だと思います。その中心には行政首都世宗の完成があると思い

ます。 

世宗市は国家均等発展を実現するために生まれた都市です。2012 年に発足し

た世宗市は、大韓民国の中心部に位置し、ソウルをはじめとした主要都市から

自動車で２～３時間以内にアクセスできる交通と行政の要所地でございます。 

現在 45 の行政機関、16 の国策研究機関、10 の公共機関が移転して、行政機

能の中心的な役割を担っております。また世宗国会議事堂や大統領の世宗執務

室の建設も実施されています。 

20 年前まではほぼ畑と川が全部だったここは、大韓民国の新しい中心都市に

生まれ変わりました。日本も、一時期、東京一極集中を緩和するために、首都

機能移転の議論をしたことがあると聞いております。これは実行には至らなか

ったですが、首都圏集中を緩和し、地方の自立性を高めようとする努力は、必

ず必要だと思います。 

私たちは、中部圏にメガシンクタンクという地区をつくり、人口をこちらに

集中させようとしています。世宗市の近くに世宗研究団地などＲ＆Ｄ施設があ
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り、中央の機能とともにブレインクラスターを作り、首都圏への集中を緩和さ

せることができると思います。 

同じように、人口の一極集中を減少するためには、グローバル包容国家へと

前進しなければなりません。世宗市の場合は、外国人にハングル語を学ばせ、

言語問題が解決できた外国人を人材として活用することが必要だと思います。 

世宗市は新しい歴史をこれから描こうとしております。世宗市の行政首都完

成は、大韓民国の 100 年の大計を完成するためのものだと思います。まだまだ

険しい道が残されておりますが、これからの未来都市を私たちは目指して頑張

っております。 

 

岩手県 達増拓也 知事                                             

岩手県知事の達増拓也です。岩手県は、2011 年の東日本大震災において甚大

な被害を受けました。韓国の皆様から多大なる御支援をいただき、この場をお

借りいたしまして、厚く御礼申し上げます。 

私の方からは、世界に開かれた地方創生の取組について御紹介します。岩手

県の人口は 1985 年に 143 万人でしたが、その後減少し 2025 年は約 114 万人

になる見込みです。 

岩手県の社会減には、1960 年代、1980 年代後半、2000 年代後半の３つの減

少ピークがあります。地方から都市部への人口の流出は一定のペースで進んで

いる訳ではなく、地方回帰の時期を挟みながら進んでいると言えます。 

岩手県では、経済政策により 2000 年代から自動車・半導体産業の集積を進

めました。自動車産業ではトヨタ自動車の国内第３の生産拠点として、生産台

数が大幅に増加しています。また半導体関連産業の集積も進み、こうした産業

の集積などにより、2022 年度の製造品出荷額は初めて３兆円を突破しました。

また、2019 年以降、約 2,800 人の雇用創出につながっています。 

こうした産業集積を背景に、2013 年以降は県内の有効求人倍率も高まり、

2018 年には 1.46 倍とかつてない高さとなりました。 

一方で、2021 年東京オリンピック・パラリンピックの開催などにより、都市

部への投資が加速し、都市部の有効求人倍率は地方を上回り、地方における社
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会減が増加しました。地方創生を進めるためには、政府と地方が同じ目線で産

業振興施策に取り組む必要があります。 

こうした中、地方に対する海外からの関心の高まりや、若者が地方に活躍の

場を見出す動きも出てきています。アメリカのニューヨーク・タイムズ紙の

「2023 年に行くべき 52 か所」で岩手県の中心都市である盛岡市が紹介された

ほか、イギリス・タイムズ紙やアメリカの経済誌フォーブスには、本県を含む

全長約 1,000 キロのハイキングコースである「みちのく潮風トレイル」が紹介

されるなど、地方が世界から注目されています。 

また、小規模な町村を中心に県外から高校生を受け入れる「いわて留学」は

着実に拡がりを見せており、合格者数も年々増加しています。人口約 4,000 人

の西和賀町にある県立西和賀高校では、少子化により１学年１学級まで減少し

ましたが、いわて留学の受入れにより１学年２学級に増加しました。 

世界経済フォーラムが目指す新しい経済成長の４つの条件の一つにインクル

ージョンがあります。若者や女性に選ばれる地域であるためには、世界に通じ

るインクルーシブな社会を実現することも重要です。岩手県では産学官が一体

となり職場、家庭、地域等でアンコンシャスバイアス、ジェンダーギャップの

解消に取り組んでいます。 

岩手県を含む日本の地方における生活環境や経済は着実に向上しています。

一方で、都市部への投資が加速し、地方との経済格差が拡大したことにより、

地方の人口は減少しています。 

地方重視の経済財政政策が全国的に行われれば、多くの若者が地方の魅力に

惹かれて成長や活躍の場を見出していくでしょう。 

これからも、こうした若者や女性の取組を支援するとともに、インバウンド

や輸出の拡大、ジェンダーギャップの解消などに総合的に取り組むことによ

り、岩手の魅力を活かし若者や女性に選ばれる、世界に開かれた地方創生を進

めていきます。カムサハムニダ（ありがとうございました）。 

 

全北特別自治道 キム・ガァンヨン 知事                                             

皆さんこんにちは。全北特別自治道の人口減少及び地方消滅の克服について

紹介したいと思います。 
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私たちは、全羅北道から全北特別自治道に名前が変わりました。そうなった

理由には、人口の急激な減少と、低出生率の問題があります。私たちは 14 の

市・郡がありますが、そのうち 11 の市・郡が人口消滅の地域に指定されまし

た。この危機を克服するために、大規模自治権を付与され、中央政府が持って

いる権限を、道知事がもらい、国家テストベッドになるということです。この

ような努力をするために特別自治道として新たに出発しました。 

全羅北道が今までうまくいってきた分野を 5 つのコア産業に分類しました。 

農生命、文化観光、高齢者親和、民生特化、未来先端です。この 333 の特例

を中央政府から法的に権限をもらい、75 の事業を通じて、14 の特区を作る作

業を行いながら、国家テストベットを今目指しています。 

特に、１年で約 8,500 人が他の地域に就職するために私達の道を離れていま

す。この若者たちが仕事を見つけやすくし、ここで結婚し、しっかりと子育て

ができるように、全力で取り組んでいます。 

代表的な取組としては、若者たちに「共に成功するパッケージを作っていこ

う」と呼びかけ、就職活動をする若者につき 50 万ウォンを支援し、そして私

たちの道にある会社に就職したら、月 30 万ウォンを１年間支払います。そし

て資産を形成するときに、10 万ウォンを道で貯蓄するとプラス 10 万ウォンを

支援するシステムです。 

それ以外に様々な事業を行っています。何よりも良い雇用を作ることが、若

者離れを防ぐ一番の良い方法だと思います。 

私たちの道では、１名の公務員が１企業を担当し、問題を解決するための制

度を実施しています。最初は 500 人から初めて今は 2,800 人の公務員が 2,800

の企業を１対１で担当してサービスを提供しています。 

この点から、私たちは韓国で一番起業しやすい地域として選定され、多くの

企業誘致の成果を出すこともできました。 

そんな全北特別自治道はセマングムという、とても大きな港湾開発事業が行

われています。海に点在する島を結び、防波堤を積んで埋め立て、陸地にする

作業です。ソウルの 3 分の 2 の面積に相当する 1 億 2,000 万坪に及ぶ非常に大

きな土地です。今半分ぐらいの埋め立てが完成しております。ここでは新再生

エネルギーを中心に、港湾、空港、鉄道が建設されています。そして、上海の
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浦東（プードン）地域をベンチマークしながら開発をしています。様々な

Social Overhead Capital（社会資本）が 2030 年までにすべて完成される予定で

す。ぜひ、機会があれば一度お越しください。 

そんな全北特別自治道が 2036 年の夏季オリンピックに向けて準備をしてい

ます。ソウルと競争し、私たちが国内競争で勝利を収めました。現在、全世界

の都市と競争していますが、全北特別自治道だけではなく、周りの多くの都市

と連携し、既存の競技場を最大限に活用します。そして K-カルチャーが一番維

持されている私たちの地域でのオリンピック開催を通じて、今人気のあるＫ-カ

ルチャーをもう一度繰り広げていこうと思います。こういう点がこれから若者

に希望を与え、また人口消滅の危機にも貢献できたらと思っております。あり

がとうございます。 

 

広島県 湯﨑英彦 知事                                             

広島県知事の湯﨑英彦です。まず簡単に広島県のご紹介をさせていただきま

す。人口は約 271 万人で、製造品出荷額等は中国・四国地方で第１位です。卸

売業販売額は中国地方全体の約５割を占めるなど、中国地方において中枢機能

を果たしております。 

また、世界遺産として登録されている原爆ドームや厳島神社を有し、本県の

歴史や平和への思いを伝える重要な遺産となっております。  

それでは、「人口減少及び地方消滅への対応施策」について申し上げます。

本県の人口は、1998 年以降、減少が続いており、最近ではこの人口減少が加速

している状況です。 

特に、社会減少においては、東京に人口が極度に集中している東京一極集中

といった構造的な問題も影響を及ぼしています。 

なぜこのように東京に若い世代の人口が集中するのか、ということです。こ

れは多くの若い世代が経験するライフステージの変化として、大学進学と就職

がありますが、進学先である大学と就職先である企業が東京都に過度に集中し

ていることがあります。都道府県別の大学入学定員と大学進学者の数ですが、

東京都の大学入学定員は、他の道府県と比べ、突出して高い状況です。東京都

内の高校から大学に進学した人数よりも約８万人も多い状況となっています。 
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次に、企業の集中についてです。従業者数 100 人以上の事業所の所在地の分

布状況をみますと、アメリカやイギリスでは主要都市に分散している傾向がみ

られますが、日本では、東京都に強く集中しています。  

次に、東京一極集中と、少子化の関係性です。東京都の合計特殊出生率は、

2023 年以降、１を下回っており、全国の水準と比べて大きく下回っておりま

す。 

東京都への若い世代の集中、東京都の出生率の低さ、この２つの事象が組み

合わさり、日本全体の人口減少に大きな影響を及ぼしているのではないかと考

えられます。 

日本全体が人口減少という構造的な課題に直面している中で、本県では転出

超過に伴う社会減と少子化を起因とする自然減の両面から対策を行っておりま

す。 

社会減対策としては、若者が働きやすく、充実した生活が送れる環境づくり

に取り組むとともに、若者のチャレンジを全力で応援する広島県づくりを進め

ております。 

具体的には、若者が広島で未来を切り拓いていくために、「県内企業や大学

等の認知向上の後押し」、「魅力的な産業の集積や職場環境整備の支援」、

「地域の魅力及び暮らしやすさの向上」という、３つの柱で取組を推進すると

ともに、若者減少対策の効果を最大化する施策にも取り組んでいます。 

次に自然減対策ですが、自然減の要因には、「子育ては大変だという子育て

に対してネガティブなイメージが先行していること」や「女性に家事・育児の

負担が偏っていること」などがあります。 

そのため、「子育てに対するポジティブイメージの浸透」と「ひろしま『共

家事・共育て』プロジェクト」の取組を推進しています。具体的には、子育て

に対するネガティブイメージが先行している要因を調査・分析し、その結果を

踏まえて、ポジティブイメージを浸透させるための情報発信や、「共育て」の

定着と、男性の家事・育児参画を促進するためのプロモーション活動などに取

り組むこととしています。 
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本県では、今後予測される人口減少は避けられないとの認識の下、持続的な

発展に向けて、地域社会の活力を確保していくため、社会減対策、自然減対策

の取組を推進し、人口減少の抑制を目指すこととしております。 

最後に、本日の会議のように、日本と韓国双方の取組を共有し、人口減少を

克服できれば、両国の発展につながるものと考えております。このような日韓

知事会議は貴重な場であり、こうした機会をいただけたことに感謝申し上げま

す。カムラハムニダ（ありがとうございました）。 

 

徳島県 後藤田正純 知事                                             

２年前まで国会議員を 22 年間やっておりまして、そういう意味では、日本

も今は多党化し、政党がたくさん出てきており、単独過半数を持つ政党がない

という意味で、合意形成が難しい中、今こそ現場に近い我々知事が奮起をしな

ければならないと常に感じています。 

現在は税調会長を務めています小野寺元政調会長も、世宗市のチェ・ミンホ

市長と東京大学時代に一緒に学んだことから、よろしくということで、先輩方

の外交努力に心から感謝の意を表したいと思います。今後ともよろしくお願い

いたします。 

徳島県は 70 万人の都市で、つい先週、済州特別自治道と、ほとんど人口が

同じということもあり、お互いに違うところを学ぼうということで友好協力都

市協定の締結をさせていただきました。私たちはこれからプロモーションをも

っと行っていかなければならないと、努力しています。 

韓国とは、昨年の 12 月に直行便が就航し、仁川国際空港と徳島阿波おどり

空港で結ばれています。そのこともあり、今年は昨年同期と比べて９倍の韓国

の方が徳島を訪れています。 

宣伝になりますが 11 月 15 日朝に KBS の「歩いて世界へ」いう番組で徳島

を１時間くらい宣伝していただくことになっています。私はお金を払っていま

せん、向こうから宣伝してくれるということです。大塚国際美術館や大塚製薬

といった大きな世界的企業や、LED の日亜化学工業、データセンター用の蓄電

池のパナソニックエナジーの工場が存在しています。少ない人口ですが、１人

当たりの県民所得は日本全国で 16 番目です。その意味で、やはり我々は人口
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減少の中で１人当たりの生産性を高める、所得を高めることが大事だと思って

います。そして、人材の高度化と効率化が我々のキーポイントだと思っていま

す。 

そのためにも先ほどおっしゃっていたように、インターナショナルというの

は Between Nation and Nation ですが、インターローカルの時代です。いわゆ

るローカルディプロマシーの時代だと考えています。こういう取り組みは素晴

らしいと思いますし、最近まで官房長官を務めていた林先生が外務大臣を務め

た後、今度は総務大臣になりましたので、ぜひこのような交流を、国を挙げて

応援していただきたいと思います。 

私たちが地域活性化のために行ったのは、昨年最低賃金を一気に 84 円上

げ、２年間で 150 円上げました。これは御存知の通り ILO の条約に批准し、

国が決定することになっていますが、こんなことでは我々はやっていけない、

国に勝手に決めてもらっては困りますと、初めて地方自治体が意見を述べまし

た。その分、中小企業の生産性向上のための財政支援は行いましたが、このよ

うにして、他の県も次々と最低賃金を引き上げることで、若者に対するレピテ

ーションリスクや評判・評価が高まり、徳島から出て行った外国人たちが戻っ

てきました。これもひとつの挑戦だと思います。同時にハンディキャップのあ

る方やシルバー人材といった方々にもプラスになっているということです。 

私たちが考えているもう一つは、「バッテリーバレイ構想」です。先ほどの

熊本県さんの半導体に学びまして、蓄電池産業です。日本にとっても経済安全

保障の二大物資の一つであり、韓国もここに非常に注力していると思います

が、これはサプライチェーンとして多くの企業が関与していますので、熊本県

さんの半導体のように、現在、バッテリーバレイというものを国と民間と県で

進めています。県から 100 億円のお金を出して、まさに勝負を賭けているとこ

ろです。 

最後になりますが、やはり中小企業の M&A を進めていかなければなりませ

ん。５人の会社が 10 社あったら、50 人の会社を１社にするこういうことを実

際にやり、生産性を上げていかないといけない。なかなか経営者は承認しない

ですが、すでに６割の中小企業が後継者を持っていないのです。そういった状

況の中で、こうした調整も行わせていただいています。 
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６．セッション２ 自由討論 

岡山県 伊原木隆太 知事                                             

 チェン世宗市長のプレゼンテーションに大変感銘を受けながら、お話を伺い

ました。企業と大学が首都圏に集中しているため、人口も集中します。人口が

集中するから企業と大学がさらに集中しています。連鎖の結果、こういう事態

になっているのは非常に問題だと思います。その時に、首都圏の名門大学を移

転させようとしているのは、大変に素晴らしいことだと思います。 

日本で言えば、筑波大学は何十年も前に東京教育大学が移転してできたもの

です。それ以降あまり例がないのです。今具体的に可能性はどのくらい考えら

れていますか。 

 

世宗特別自治市 チェ・ミンホ 市長                                             

そうですね。率直に申し上げますと、とてもたくさん問題がございます。私

たちは、首都圏に人口が集中する理由は、雇用先と良い学校があるからだと考

えています。「大手企業を地方に誘致できればいいんじゃないか」ということ

を、先に私たちは議論しました。しかし企業を誘致しようとしても、企業が一

番悩んでるのは人材の確保です。 

良い学校は首都圏にある。首都圏にある大手企業が地方に来るというのは、

たくさんのインセンティブを与えても、人材の確保が難しいので来ないという

問題があります。 

それで雇用を確保するということよりは、まず人材の供給が先だと思いまし

て、実現はまだですが果敢に大韓民国の未来のために、ソウル大学を移転すべ

きだと。理工系だけでも移すべきだと言っております。ただし、中央政府レベ

ルではあまり真剣には検討してもらっていません。しかし、行政首都世宗とい

う未来の目標がありますので、こういう問題が前提にならないと、均衡発展に

は繋がりにくいと思っております。 

ですので名門大学だけではなく、その人材クラスターという、地域的な人材

養成集団を作っておいて、それをもって、大手企業が自動的に移転してくると
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いうことを目指しています。今はそういう考え方を拡散させるというところに

ございます。 

 

徳島県 後藤田正純 知事                                             

 私からも、チェ世宗市長に質問したいと思います。最後に少し時間がなく

て、お話しできなかったんですが、医療提供体制についての話です。医者の問

題です。 

やはり地方では、働く場所も重要ですが、医療提供体制がしっかりしていな

ければなりません。すでに地方の国立大学病院や県立病院の多くが赤字になっ

ています。同時に、お医者さんは都会から地方の大学の方が合格しやすいた

め、９割や８割が都会から来て、そのまま帰ってしまうことが多いです。それ

に対して、私たちは臨床研修医に 100 万円の支援を行っています。そして、地

域枠といって、徳島県にいることが条件になりますが徳島大学に修学資金の貸

与制度を実施しています。韓国の場合は、お医者さんの定数を増やそうとする

と、お医者さんのストライキが起こったとニュースで拝見しましたが、地方に

おける医療提供体制の維持のために、どういう施策をやられているのか教えて

いただければと思います。 

 

世宗特別自治市 チェ・ミンホ 市長                                               

とても厳しい質問をいただきました。医療体制問題は、人口減少の問題だけ

で終わるわけではありません。子ども、幼児に対しては小児科というのがとて

も必要です。そして、高齢化社会でございますので、高齢者に病院は必ず必要

です。だから医者の数を増やさなければならないのですが、ご存じのように医

学部の定員を増やしたので、病院の競争が激化して、医学部を持っている病院

はそれを反対しているのです。 

ですので、この問題の解決というのが、国レベルでとても大きな問題です。

しかし世宗市だけに限ってお話を申し上げたいと思います。世宗市は全国で最

も若い都市です。人口 40 万人の都市ですが平均年齢は 39.2 歳です。ですの

で、乳幼児の比率というのは世宗市に多いです。ですので小児科が必ず必要で

す。小児科の中でも、24 時間体制というのがとても重要でございます。私たち
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は世宗市に 24 時間診療可能な小児科の病院体制を作り、医者を確保するため

に、世宗市近くにある忠南国立大学の医学部を誘致しました。それでここで最

も重要なのは、医療体制というよりは、医者の定員を確保することです。これ

は地方ではできない問題です。これは国レベルで、1 つのアジェンダとして解

決しなければならないと思います。 

この問題は人口減少の問題、高齢化の問題で最も革新的な問題として私たち

はとらえておりますので、本当に御指摘の通り、問題が多いということを率直

に申し上げたいと思います。 

 

江原特別自治道 キム・ジンテ 知事                                               

私も同じ質問を日本の知事の方々にしたいと思います。今、医者というのは

全世界どこに行っても尊敬される仕事だと思います。 

まず第 1 に日本でも、医者は多くの人が尊敬する職業なのかについて、そし

て第 2 に韓国が今経験している、医者が大都市にだけ進もうとする現象につい

てです。地方にはなかなか行かないことが今問題になっています。日本にもそ

ういう現象が起きているのか。もしあるのであったら、どのような対策をお考

えなのかについてお聞きしたいと思います。どなたでも構いませんので、お答

えいただければと思います。 

 

宮城県 村井嘉浩 知事                                               

 卒業した後に義務年限がある大学というのが、日本の医学部でいくつかあり

ます。例えば防衛医科大学では、卒業後に自衛隊の病院で勤務する義務年限が

あります。それから自治医科大学についてですが、こちらは私たちがみんなで

お金を出し合って学生を育てているのですが、卒業後には義務年限があり、

我々の指定する病院で勤務しなければなりません。その代わり学費がかからな

いようにし、卒業後に義務年限を果たせば、奨学金を返さなくても良いという

システムです。もう一つは、九州の福岡県にある産業医科大学です。これは国

立大学の医学部と同じくらいの学費で卒業できる代わりに義務年限がありま

す。そのためにかかる経費は、さまざまな企業が資金を提供するという方法で

賄われています。 
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実はもう一つ、宮城県に東日本大震災の特例措置として医学部を設立させて

いただきました。これはクウェートからいただいた寄付金を使い、基金を設け

ました。そして、卒業するまでに 3,000 万円を貸して、10 年間の義務年限を与

えるという方法を取りました。しかし、そうすると、どんどんお金が出て行っ

てしまい、すぐに基金がなくなってしまいますので、私が指定した病院で働い

た場合は、その病院から毎年 300 万円ずつ 10 年間お金を返してもらうという

ことにして、基金が減らないようにして回していくという方法を取っていま

す。 

韓国でできるかどうかは、わからないのですが、学生に奨学金を与えて、義

務年限を設けるというやり方も一つの方法ではないかと思いました。 

 

岡山県 伊原木隆太 知事                                               

 村井知事からは今取り組んでいることについてお話がありましたが、私の方

からは、以前日本でうまくいっていたことについて、少しお話しをさせていた

だきます。 

日本では、医師はどこで開業しても、どの科で開業してもよい自由がありま

す。そうなると、どうしても需要があるところと格差が出てくることになりま

す。それを以前は医局という制度が補っていました。 

どういうことかというと、例えば岡山県の岡山大学医学部は、周囲にかなり

強い影響を持っています。その大学の医学部の教授が岡山県だけでなく四国な

ど周辺地域の開業医も含めたヒエラルヒーのトップに位置しており、「これか

らますます影響力を持つ偉大な存在になることを望むのであれば、私の意向に

従ってキャリアを積んでください」ということで、それを拒否する人もいれ

ば、「はい、わかりました」という人も結構おり、そういう場合に「なかなか

不人気なところに３年行ってくれ」、「はい、わかりました」という修行を積

むことで、いろいろなチャンスをもらっていくということで、なんとか回して

きたのが、今から 10 年ほど前に、その制度がずいぶん崩れてしまい、今我々

は困っています。以前上手くいっていたことなので、これからしていただくと

いうことではありませんが、日本でも苦労しています。 
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世宗特別自治市 チェ・ミンホ 市長                                              

徳島県の後藤田知事、あるいはどなたでも構いませんが、これは 1 つの自治

体に限られた問題ではないと思います。現在、出生率は韓国が世界で一番低

い、そして 2 番目がおそらく台湾、３位が日本だと思います。私は人口減少問

題を考えるとき、若い夫婦に子どもを産みましょう、出生率を高めましょうと

いうキャンペーンだけでは限界があると思います。それにも関わらず私たちが

続けば、労働力の不足という問題に繋がります。出生率を高めるのは当たり前

ですが、それだけではもう駄目なので、外国人の人材を使うしかない。しか

し、韓国、台湾、日本は残念ながら外国人の労働力や外国人を誘致するにはと

ても排他的な面があります。多文化、多人種の移民国家を作るのにとても排他

的な立場があるのです。だからこれを解決しないと、やはり今現在の問題をす

ぐに解決できないということがあります。 

韓国も外国人労働者については排他的でありながら、出生率はどんどん低く

なっているという問題がずっと続いています。日本ではこの問題についてどう

考えているのか。そして外国人労働者のビザ問題など、韓国では自治体にある

程度権限を共有しているのですが、日本ではどうでしょうか。 

 

徳島県 後藤田正純 知事                                               

私から簡単にお答えしますが、他の知事の方々からも意見があると思いま

す。 

チェ世宗市長がおっしゃる通り、今カナダでは外国人労働者が約 20%を超

え、ヨーロッパでは 15%、韓国では３%～４%、日本は２～３%となっている

と思います。我が国もこれから最低 10%に持っていこうという方針を固めてい

ます。 

我々知事会としては、多文化共生ということを強烈に知事会の合意・総意と

して訴えております。私の県としても、このような形で皆様と議論したり、済

州と友好交流協定を結んだりしています。明日からはタイに行ってきます。タ

イのプーケットとも MOU（覚書）を結びました。やはりトップがそのような

姿勢を示すことにより、インクルーシブな包括的なダイバーシティの対策にな

ると私は思っています。 
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日本の場合は技能実習という形で、中小企業の人手不足を解消する観点から

外国人を受け入れていました。いわゆるエッセンシャルワーカーです。ただや

はり高度な人材も含めて受け入れる必要があると、我が県では最近、大きな企

業がインド人のいわゆるハイクオリティな人材を多く受け入れています。その

ためにも我々は英語を話せる会社にしなければならない、少なくとも英語を話

せる地域にしなければならないと、こうした努力を今行っており、その結果が

少しずつ表れてきているところです。 

 

大韓民国市道知事協議会 ユ・ジョンボク会長（仁川広域市長）                  

私の方から 1 つお話申し上げたいと思います。明日韓国では大学の就学能力

試験、日本でいう大学入学共通試テストに該当するもので、受験生が一斉試験

を行います。 

法学部の出身がここにも多いと思いますが、その国や時代の状況を理解する

ためには、非常に重要な視点があります。過去は法律や経営経済が中心で、そ

の後ＩＴ技術が中心になる社会に軸が変わってる。そして今の韓国は医学部ブ

ームとなっています。 

それで気になっているのは、日本の場合は、大学生が好む分野というのが、

昔みたいに法学部や経営経済なのか。ＩＴやＡＩなど未来型の分野なのか。そ

れとも医学分野なのか、どうなんでしょうか。日本の若い人たちの関心はどち

らに軸が移されてるんでしょうか。 

 

徳島県 後藤田正純 知事                                              

 実は先週文部科学省の高等教育局長とお会いしました。日本の大学の責任者

です。このままでは 30 年後に人口が３割減少する日本においては、現在、早

稲田大学や慶應大学その次のクラスやその次のクラスは、ほとんど普通科で、

理工学部でないいわゆる STEAM でない大学では、存立の危機に陥っている

と、危機感を表明されています。 

ただ我々の県は、教育委員会といろいろ話をしていますが、彼らには独立性

もありますが、私が就任した２年前は教育のトップが「我が県の親も子どもも

普通科志向、文化系志向だ」と平気で言ってきたので、私は「あなたたちがそ
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うしてしまったのではないでしょうか、STEAM 教育、国際化をしっかりやっ

てください」という形で、今お願いしているところす。教育委員会の独立性と

我々行政の政治との関係について、歪みがありますが、親や子ども自身は、や

はり周囲の社会とのズレが確実にあるので、それを今必死に伝えています。こ

れが私たちの徳島の現状です。 

 

大韓民国市道知事協議会 ユ・ジョンボク会長（仁川広域市長）                

私がお聞きしたいのは、高校生が大学を選ぶときに優秀な人材が行こうとし

てるところが医学部なのかどこなのか、そういうことをお聞きしたいと思いま

す。 

 

岡山県 伊原木隆太 知事                                              

実際今起きていることを言えば、分野で言えば医学部の人気がどんどん高ま

ってきたということがあります。 

私が 30 年前に東京大学の工学部を受験したとき、医学部で私の東京大学工

学部よりも人気が高かったのは東京大学の医学部と京都大学の医学部くらいで

したが、この 30 年の間に、各地の医学部の人気が東京大学の工学部よりも上

回るようになりました。これも事実としてあります。国の競争力を考えると、

私はあまり得なことではないと思いますが、現象としてそういうことが起きま

した。これからどうなるのかは分かりませんが。 

あともう一つは、私自身工学部に行って世の中に出てびっくりしたのは、日

本の社会では法学部と経済学部が非常に評価されているということです。それ

がこれから変わっていくかどうかは少しわからないのですが、もっと理系の人

材が必要だというのはよく言われる話です。 

 

福岡県 服部誠太郎 知事                                              

 今のお話に少し追加になりますが、やはりその医学部志向というのは日本で

も強いと思います。ただ、今の問題は、医学部に入った後に、我々が必要とす
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る外科分野に進む人が少ないということです。結局、お金が儲かる整形美容な

どの形成外科に進んでしまい、外科手術を行なう人が少なくなっています。 

そこで地方の外科医不足についても少し話がありましたが、現在、九州大学

の医学部と協力し、地方の外科医が行う手術に対して、ウェブを用いてオンタ

イムで手術指導を行うシステムを作っていっています。 

もう一つは、先ほどもお話しがありましたが、やはり理系人材が少なく、技

術系の人材も不足しています。特に女性が少ないです。日本の高校では文系と

理系の進路を分けるのが非常に早い、高校 2 年生から分けてしまいます。その

ときに数学が得意でないと、すぐに文系に進むように高校の先生に言われるこ

とがある。高校の先生の指導は、特に女性に対してその傾向が強い。私も現

在、教育委員会とそのようなことについて活発に議論をしています。 

 

全北特別自治道 キム・ガァンヨン 知事                  

地方消滅危機を克服するために新政権では基礎自治体との統合、広域圏との

統合の議論が出ています。これは、行政的な完全な統合でなければ、今現在の

実制度を維持しながら、周りの自治体との経済的同一圏を作り、経済を通じて

拠点都市を作り、それを通じて人口危機を克服していこうという議論です。今

の新政権では活発に行われています。 

日本でもこのような議論が行われているのか、もしくは、今まで行われたこ

とがあるのかについてお聞きしたいと思います。 

 

全国知事会 阿部守一 会長（長野県知事）                          

人口問題については、日本においても非常に重要な問題だと受け止めていま

す。高市新総理の所信表明演説の中でも、日本の最大の課題は人口減少だと総

理も発言されています。ただ、我々地方においては、かなり以前から強い問題

意識を持って取り組んできていますが、国レベルで本格的な取り組みは、これ

からだと考えています。 

現在、この人口問題は行政だけでなく、さまざまな分野に関係する問題です

ので、産業界や労働界、さらには各界の皆さんに参加をいただく中で、「未来

を選択する会議」が先月新たに立ち上がりました。私も全国知事会を代表して
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そのメンバーになっていますが、この人口減少社会はさまざまな分野に影響を

及ぼしますので、特定の分野だけではなく、日本全体が一丸となって取り組ん

でいこうと動き始めたところです。「未来を選択する会議」では、韓国の皆様

とも共同研究を進めていこうという動きがあります。まず、地方行政において

も一緒に連携しながら検討を進めていきたいと考えています。 

 

大韓民国市道知事協議会 ユ・ジョンボク会長（仁川広域市長）               

今、全北特別自治道知事のお話は、人口減少問題とともに日本の 47 の都道

府県と 1,000 ぐらいある市町村が、周りの市町村と統合したり、分離したりす

る行政区域の変化というのが、人口減少とともにあるのでしょうかという趣旨

の話でした。 

 

全国知事会 阿部守一 会長（長野県知事）                 

 極めて重要な論点だと思っています。日本の場合は、大合併を平成の時代に

行っていますので、今さらに市町村合併を進めようという具体的な動きはあり

ません。 

一方、政府レベルにおいては総務省で研究会を作っており、この人口減少の

中で、持続可能な地方行政をどう維持するかという観点で、一つは国と都道府

県と市町村の役割分担の見直しを行っています。それから、都道府県と市町村

の間の垂直補完、さらには市町村同士の水平補完について議論されています。

まだ明確な方向性は示されていませんが、私の推測では、近々地方制度調査会

などの場で、より踏み込んだ検討が、国において行われるのではないかと考え

ています 

 

山梨県 長崎幸太郎 知事                                              

 先ほどチェ・ミンホ世宗市長がおっしゃった外国人対策は極めて重要な課題

だと思います。人口減少の中で、特に山梨県を見ても介護など福祉の人材は、

もはや外国人に頼らざるを得ない状況です。こういう状況の中で、どうやって

彼らを分断させないかということです。つまり、外国人に対する根強い反発や

反感が日に日に高まっているように感じる一方で、現実の必要性として我々は
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外国人の皆さんを受け入れなければならないのです。ここをどう包摂していく

か。分断が進むと治安悪化に直結すると思います。どうやって包摂を進めてい

くかについて、日々悩んでいます。ぜひグローバル包容国家を目指す中で、こ

れまでどのような工夫をされてきたのか教えていただければと思います。語学

以外にもさまざまなご苦労があると思いますが、教えていただけるとありがた

いです。 

 

世宗市 チェ・ミンホ 市長                                          

非常に良い質問です。私たちもとても悩んでいます。私の観点で申し上げま

すと、私もいろんな海外で勉強しましたけれども、全世界は多人種国家に行く

しかないと思っています。外国人を排他的に考えるというのは、もう先進国の

マインドではないと思っています。問題は外国人を受け入れたときに、共同体

に同質性が損なわれると考えていることだと思います。 

世宗市の世宗という名前は、私たちの韓国語ハングルを作った世宗大王の名

前に由来する都市です。ですから世宗市では、韓国語を教える重点都市として

今強調していますが、外国人と共に暮らすときに一番重要なのは、語学だと思

います。 

この言語が通じない外国人がどうやって同質感を持つことができるのでしょ

うか、ですから世宗市では外国人が入ってくるときに、若者を受け入れて、彼

らを対象に言語を教えるために、世宗市にハングル文化団地というのを作りま

した。そこで韓国語がある程度できるようになり、就職に繋がらないといけな

いと思い、私たちはこれに挑戦し、行っています。 

韓国ポリテク大学というのがあります。国立大学で技能を教える大学です。

若者がどんどん減っているので、ポリテク大学の入学生も減少しています。そ

ういう大学が考えているのが、海外に進出するという考えです。 

私はポリテク大学に「外国に行って何を教えるのか」よりは、外国人を連れ

てきてポリテク大学で、韓国語とともに技能を教えた方がいいのではないのか

と考え、インターナショナルポリテク大学というのが世宗市に新しくできま

す。 
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私が思うのは、「外国人だ、内国人だ」というのではなく、同じ人間とし

て、言語的同質性を持てば、文化的な同質性ができ、それが重なってこそ、同

じ同質感を持って働くことができると思っています。ですから事前に言語教育

を行わなければいけない。それがある程度できる外国人を受け入れるという手

続きでやった方が、異質感がないのではないかと思います。 

 

山梨県 長崎幸太郎 知事                                              

もうひとつは受け入れる側の自国民の対策をどうするかが、大きなポイント

になると思っています。外からやって来る外国人の方に韓国語を教え、韓国語

で生活をしていただくことは重要なことだと思いますが、受け入れる側の韓国

の皆さんのマインドに対して、何か働きかける施策は行われているのでしょう

か。 

 

世宗市 チェ・ミンホ 市長                                          

そうですね、それが先ほど言いましたように東洋の国家、アジア国家の特徴

は、海外の人に対し、とても排他的な態度をとるんです。ヨーロッパやアメリ

カなどを見ますと、外国人を見る目線というのがとてもソフトです。しかし東

洋の国々はそうではありません。 

これは時間がかかると思います。本当に子どものときの学校教育から、同じ

人間としての教育が必要だと思います。徐々に段階的にする必要があると思い

ます。肌の色が違う、故郷が違うからといって、違う人間じゃないということ

を教える、そういうことが必要だと思います。 

その一番根底になるのが、私は言語だと思ったのです。時間はかかります

が、東洋にあります日本、台湾、韓国が本当に乗り越えなければならない壁だ

と思います。外国人を受け入れないことによって、国が消滅するかもしれな

い、そういう危機感を私は持っています。以上でございます。 

 

江原特別自治道 キム・ジンテ 知事                                          
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前回、私が山梨県に行き、日韓知事会議にも参加しましたが、今回はそのと

きと比べて、とても穏やかな雰囲気の中で、白熱した議論を行い、とても良い

雰囲気だと感じております。日本の方々に会えば会うほど、韓国と日本は本当

に類似してる点がとても多いということを感じました。 

先ほども、好む学科が理工系よりも医学部というのも両国同じでした。医者

になってからも、お金になる方向に集中するというのも同じで、本当に驚きま

した。とても類似してるんだなと思いました。 

特に、韓国が日本をうらやましく思うのは、日本はノーベル賞の受賞者が多

いことです。特に理工系の方は約 20 人近くの学者がノーベル賞を受賞しまし

た。それで日本から学ばなければならないということを、たくさん言われるん

です。それにも関わらずこういった類似点があるということは、とても私たち

に大きな示唆を与えていると思います。 

本日、大変ご多忙の中お越しいただきましたけれども、実り多い議論にな

り、とても来た甲斐があると思いました。ありがとうございました。 

 

広島県 湯﨑英彦 知事                                          

もう時間を押しているので、新しい視点を持ち出すと、オーバーしてしまう

のではと心配していますが、これも日韓で共通する問題かもしれません。この

人口減少問題とそれに伴う労働力の問題の両方に関わる問題として、女性の活

躍が挙げられます。まず日本の場合、生産年齢人口が非常に急速に減少したに

も関わらず、労働力は維持されていたのです。これは高齢者、それから女性の

労働参画が非常に増えました。ただ、高齢者はもう限界に達しています。女性

も労働市場には参画しましたが、非常に短時間の低賃金の労働が多いという問

題があります。これを正社員化や高賃金の職業に就くことによって、労働力が

まだカバーできるという問題があると考えられています。 

一方で、世帯所得の中央値は、日本では 1995 年頃と比べると、下がってい

るんです、つまり貧乏になっている世帯が増えているのです。これも給与の格

差が広がっている中で、夫婦が共働きで稼いで世帯収入を補う必要が出てきて

います。そのためには、女性も働かなければならないのです。 
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一方で問題は、文化的社会的な背景によるもので、「男性が外で働き、女性

は家庭を守る」という価値観がまだ非常に強いです。女性は今、外でも働いて

いますが、家の育児や家事もほとんど担っているという状況です。これが非常

に女性にとって大きな負担で、今は短時間労働しかできないという状況が起き

ています。これは韓国ではどのような状況なのでしょうか、実際に我々がこう

やって見ると、ここに並んでいるのは、すべて男性です。こういった状況も、

やはり改善していかなければならないと、我々は努力しているところです。韓

国では、これは女性の労働に対する、あるいは家事育児の仕事を男性が負担し

ていくということについては、どういうふうに認識されていますでしょうか。 

 

世宗市 チェ・ミンホ 市長                                          

私がお答えしたいと思います。私が答えたい理由は、私は日本の社会文化も

見ましたし、韓国で一番若い都市が世宗市だからです。 

女性の働く問題、キャリアに関することですが、私が韓国と日本と比べたと

き、広島県の湯﨑知事は、「女性は家庭で男性は外で」とおっしゃいました

が、韓国は日本に比べて、もう少し進んでいると思います。今、女性は家庭で

男性は外でという認識は、ほぼ薄れたのではないかと思っています。その代表

例として、世宗市の公務員のうち 60％が女性です。 

ただし問題もあります。60％が女性なので、韓国は北朝鮮の問題があります

が、その防衛の訓練に軍事訓練がありますが、軍隊に行っていない女性がその

訓練を受けるのは、少し難しい部分があるのです。 

しかし女性が会社に通い仕事をするという認識においては、日本よりはもう

少し進んでいるのかではないかと思います。それで、私はこの現象が、これか

らの韓国の未来にどのような影響を及ぼすのかについて懸念しています。 

韓国が今、出生率が低い理由が、女性の企業活動が活発化されたからだと思

うのです。女性たちが働くために外に出ていくことによって、出産する人口が

減ってきているということ。それと、所得が高くなったら、もっと子どもをた

くさん産むようになるのか、それがどちらの方に流れていくのかは、これから

見つめていかなければいけない部分です。韓国の方が日本に比べてそういう部

分においては、もう少し開放的だと言えます。 
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大韓民国市道知事協議会 ユ・ジョンボク 会長（仁川広域市長）                        

私が要約して申し上げますと、韓国は世界的に見ても、短い期間の中で超高

速成長をなし遂げた国です。経済的、文化的、スポーツなど全ての分野におい

てそうです。 

少子高齢化問題も一番大きな問題だと思います。日本の合計特殊出生率は

1.15 ですが韓国は 0.75 です。これは世界的に見ても最下位です。本当に一番

早いのが高齢化のスピード、少子化のスピードです。 

以前は、女性が育児や家事が中心だとすると、とても急激に考え方が変わっ

ています。今はかえって一般の事務職や公務員の割合は女性が多いです。教師

はなおさらです。専門職も女性の合格率が高く、法律分野で働く女性も増加し

ています。ですので急激に変化をしているというのが、大韓民国の特徴です。 

本来、本当に男性たちは、危機意識を感じなければなりません。こういう形

で女性の社会的進出というのは、世界的に見ても本当に目立った形で早いスピ

ードで行われています。30 年前 40 年前がそうでなかったので、高いポストに

男性が多いだけであって、これから 10 年後 20 年後になると、完全に違う国に

なるのではないかと思います。ご参考までに発言しました。 

 

７．閉会の挨拶 

全国知事会 阿部守一 会長（長野県知事）                              

日本側を代表して、本日の会議のまとめの発言をさせていただきます。ユ・

ジョンボク会長の進行の中で、大変熱心な御議論をいただきましたこと、心か

ら感謝申し上げます。2023 年に６年ぶりに日韓知事会議が再開して以来、2 回

目の会議となりますが、このように成功裏に開催できたことを、多くの関係者

の皆さま方に心から感謝申し上げます。 

今日のテーマは経済産業と人口減少です。これらは韓国と私たち日本が共通

して取り組むべき大きな課題だと考えています。私も共同司会を務めましたの

で、長野県について一つだけお話しさせていただきます。 
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長野県は人口減少県ではありますが、社会的な増減については僅かに社会増

となっています。その要因は大きく二つあります。一つは外国人が多く入って

きているということです。もう一つは全国から移住者を多く迎え入れていると

いうことです。この２つの要因で、人口の社会増減は、ほぼ横ばい、ややプラ

スというのが長野県の現在の状況です。そういう意味では先ほどもお話しがあ

りましたが、外国人政策をどう進めていくかが、今後重要なテーマだと思って

います。 

もう１つは、大都市から豊かな生活環境を求めて移住される方が、日本で今

増えている状況です。こうした方々のニーズ、働き方もオンラインなどで働け

る方が非常に増えていますので、そうした方々をより積極的に受け入れられる

ような環境づくりを進めていくことが、これから重要だと思っています。 

そういう中で、今の長野県の立場での発言になりますが、今日の 2 つのテー

マについてですが、まずは産業経済の分野についてです。 

服部福岡県知事からスタートアップエコシステムについての話がありました

が、韓国と私たち日本は、非常に近い国ですので、新しい成長期待度が高い企

業、あるいは若者の取り組みを共同で応援していくことが必要だと思います。  

また今日の議論の中では、エネルギーやバイオや半導体など、これからの成

長産業分野についても意見交換が行われたところです。こうした分野について

の人材育成や研究開発についても、両国間や両国地域同士で連携できる分野が

たくさんあると思います。 

江原道と長野県の間でも半導体に関連する学生の交流を始めていますので、

こうした産業分野や人材分野での交流をより一層拡大していく必要があると思

っています。 

人口問題についてですが、今日の韓国の皆様方の発言が私たちにとって大変

参考になる事項が多かったと思います。まずチェ・ミンホ世宗市長からお話が

あった、行政首都・首都機能の移転についてです。日本でも先ほどお話しした

ように、以前からそのような議論がありますが、なかなか本格的に進んでいか

ない状況がありますので、是非韓国の取り組みをしっかりと教えていただきな

がら考えていきたいと思います。 
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また、キム・グァンヨン全北特別自治道知事からお話がありました、権限移

譲についてです。日本においてもかねてから地方分権の推進が大きなテーマと

なっています。これも少しずつ進展していますが、まだまだ道半ばです。 

この新しい時代、人口増加から人口減少に変わり、そして社会や経済もデジ

タル社会やＡＩの時代に移行していく中で、皆様からご発言があったような、

システムにおける行政改革も極めて重要になってきていると受け止めさせてい

ただきました。 

まずはこうした点について、日本側としては、韓国の皆さんのこれまでの取

り組みを、しっかりと学ばせていただきたいと思います。 

加えて、やはり人口を増加させていく上でも、後藤田徳島県知事からも賃金

引上げの話がございましたが、やはり産業・経済をいかに発展させていくか、

これはセッション 1 のテーマですが、それと同時に、教育についての話や大学

の地方移転の話がありましたが、やはり我々地方にとっては、何よりも人材が

命だと思っています。そういう意味で、この教育や高等教育の分散化について

の問題意識は共通していると思っています。ここはぜひ、お互いの知見を共有

しながら進めていきたいと思います。 

日本においては、高等学校教育の段階で文系と理系が早くから分かれてしま

い、その影響もあり、また大学側も国立大学はかなり学部間のバランスが取れ

ていますが、私立大学はかなり文化系の学部に偏っているということもありま

す。これについては、後藤田徳島県知事からもありましたように、国としても

かなり問題意識を持っており、これから未来に向けては、産業構造が大きく変

化する中で、今の日本の高等教育の構成では、なかなかそれに対応できないの

ではないかという問題意識があります。 

ここについては、文部科学省ともしっかり問題意識を共有しながら、我々も

取り組んでいきたいと思っております。 

この産業経済、それから人口減少について、今日皆様のご発言を聞く中で、

共通の問題意識を持っていると感じました。それから、皆様方と連携協力する

ことで、新しい時代に向けての取り組みを進めていけると、私たちは確信しま

した。今日出てきた議論を、それぞれの地域でしっかりと活用していくこと、

そして共に同じ問題に取り組んでいくこと。この２点をぜひ一緒にしっかりと

進めていきたいと思っております。 
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今後とも日韓両知事会による交流をしっかり発展させるとともに、それぞれ

の地域の皆様方とも我々各県がしっかり交流をしていく中で、両国の発展につ

なげていきたいと思っています。 

ぜひ引き続き連携協力しながら取り組んでいきたいと思いますので、よろし

くお願いします。今日はありがとうございました。カムサハムニダ。 

 

大韓民国市道知事協議会 ユ・ジョンボク会長（仁川広域市長）                          

本日は阿部守一会長そして、日韓両国の知事、そして、皆様、ありがとうご

ざいました、お疲れ様でした。 

私は司会を務めましたので発表はしませんでしたが、仁川で今回会議が開か

れたので、仁川を少しご紹介したいと思います。 

仁川は人口が、315 万人で、地域総生産 GRDP 117 兆ウォン。人口は韓国第

３位、経済では第 2 位の都市です。 

特に現在人口減少について話していますが、人口が増加している唯一の大都

市です。ソウル、釜山、大邱、大田、光州すべての都市で人口が減っていま

す。しかし、出産が２年前から前年同月比で 10％以上増えている都市が、仁川

です。 

これは様々な理由があり、仁川市でとても特別な政策を推進しています。こ

れの効果があったということです。機会があれば詳しくご紹介したいですが、

今は時間の関係上省きます。 

仁川は都市化が急激に広がっています。ここで未来の成長産業が主力となっ

ています。明日視察で訪問するサムスンバイオロジクスは世界最大のバイオ医

薬品の生産工場です。バイオシミラー世界第 1 位が仁川です。 

また、仁川には 15 の国連参加機構をはじめとする国際機構があります。5 つ

の世界的な大学がまさにここに位置しています。そして、10 の在外公館が仁川

に位置しています。 

これらを後押しするのが世界３大空港である仁川国際空港、そして仁川港湾

です。しかしこれよりも、仁川市が地方自治体の時代に合わせて、地域の特性

を生かして未来の成長エンジンを模索する、アグレッシブな政策を繰り広げて
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いる。これが地方自治体の役割だと思っています。こういう姿をこれからも機

会があれば、交流しながら共に共有していきたいと思います。 

本日、発表や自由討論を通じて、多くのことが議論されましたが、根幹土台

には、お互いの信頼と友情、そしてこれから共に協力して、よりよい未来を築

いていこうとする目的があります。 

これは地方政府間の発展だけでなく、最終的には韓国と日本の発展のために

も、とても重要だという認識を私たちは共にしています。 

これから、日韓知事会議が定例化するのはもちろん、それぞれの地方政府間

でも友好的な関係が増進されるよう、今回参加してくださいました知事の皆様

に、これからも引き続きご協力を賜りたいと思います。皆様、本日は大変あり

がとうございました。 

 

８．共同発表の取りまとめ 

大韓民国市道知事協議会事務総長・全国知事会事務総長読み上げ                        

※それぞれ韓国語・日本語で共同発表文読み上げ（共同発表文は 49 ページに

掲載） 

 

大韓民国市道知事協議会 ユ・ジョンボク会長（仁川広域市長）                          

ご異存ないようですので、この文言をこの会議の成果物として、共同発表文

の形でまとめたいと思います。 

※共同発表文に両国会長署名 

 

９．閉会 
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共同発表文 

第 8 回 日韓知事会議 共同発表 

友情の 60 年を超え、新たな協力の時代へ  

 

  2025 年 11月、第 8 回日韓知事会議が大韓民国仁川広域市において開催された。本

会議は、 2023 年に日本・山梨県で開催された第 7 回会議に続くものであり、韓国の

市道知事 5 名、日本の知事 9 名が参加し、過去最大規模で執り行われた。  

 

 とりわけ本年は日韓国交正常化 60 周年にあたり、私たちはこれまで築いてきた信

頼を基盤に、新たな協力の方向性を模索すべきという認識をもとに、地方間の協力が

これまで日韓関係の発展に重要な役割を果たしてきたこと、そして今後もその役割を

一層強化していく必要があるとの認識を共有した。  

 

  今回の会議では、地方の「人口減少」および「経済の活性化」を主要議題として、

深い意見交換を行った。日韓両国の地方政府は人口構造や地域経済において共通の課

題に直面しており、これに対応するためには政策経験の共有、地域特性に応じた協力

の継続と拡大、そして実質的かつ持続可能な協力モデルの構築が必要であるとの認識

を改めて確認した。  

 

 新たに始まる協力時代を切り開き、その成果を次世代へ確実に引き継ぐことができ

るよう、未来志向の協力基盤をより一層強固なものとしていくことを確認するととも

に、 2027 年に日本において第 9 回日韓知事会議を開催することに合意した。  

 

2025 年 11月 12 日 

 

         日本全国知事会 会長                   大韓民国市道知事協議会 会長  

                 阿部 守一                                 劉 正 副   
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記録写真 

11月 12日 金民錫（キム・ミンソク）国務総理表敬訪問 

挨拶する阿部会長 挨拶する金民錫国務総理 

金民錫国務総理（中央）と出席知事 
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11月 12日 日韓国交正常化 60周年記念セレモニー 

 

各自治体のシンボルに触れる出席知事・市長 

 

記念撮影 
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11月 12日 日韓知事会議 開会・会長挨拶 

劉正福 会長（仁川広域市長） 阿部守一 会長（長野県知事） 

会議全体の様子 

11月 12 日 日韓知事会議 セッション・自由討論で発言する日本側知事 

村井嘉浩（宮城県知事） 達増拓也（岩手県知事） 
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長崎幸太郎（山梨県知事） 伊原木隆太（岡山県知事） 

湯﨑英彦（広島県知事） 後藤田正純（徳島県知事） 

服部誠太郎（福岡県知事） 木村敬（熊本県知事） 
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11月 12日 日韓知事会議 共同発表 発表・署名 

大韓民国市道知事協議会 庾敏鳳 事務総長 全国知事会 中島正信 事務総長 

（左）劉正福 会長 （右）阿部守一 会長 
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11月 12日 レセプション 

記念品の交換 
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11月 1３日 行政視察 仁川広域市経済庁長によるブリーフィング 

仁川広域市による説明 説明を受ける様子 

説明を受ける様子 説明を受ける様子 

11月 13日 行政視察 サムスンバイオロジクス視察 

 

記念撮影 
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